
そうだね。GPS測量も徐々に進化しているんだ。
最初の進化は1990年代初めに起きた。測量現
場でリアルタイムに位置を求める方法が開発さ
れたんだ。位置が瞬時に求まるから，受信機を
動かしながらでも測量できる手法の開発だね。
　これはRTK-GPSと呼ばれている。

お兄ちゃん，GPS測量
では最近新しい方式
が広がっているって
聞いたけど。

リアルタイムに
位置を求めると
ころが新しかっ
たんだね。

このRTK-GPSが
開発されたおかげで，
短時間に大量の点
の測量が行え，GPS
測量の応用分野が，
土木，建設にまで大
きく広がったんだ。

そう。ただ，ネットワーク型
RTK-GPSを可能にする
ためには，測量地域内に

GPSの連続観測点を用意し
たり，それらのデータを処理
して測量をするユーザーに
送るシステム，いわばGPS 
の地域インフラといった
ものが必要になる。

カーナビの手
軽さで測量が
できるのね。

次の進化はごく 
最近始まったんだ。
これはネットワーク
型RTK-GPSと呼
ばれている。

RTK-GPSが
さらに進化し
たものなの？

そうだね。これはRTK-GPSを更に使いやすくし
たものと言っていいかな。通常のGPS測量でも
RTK-GPSでも，観測者は最低2台のGPS受信機
を用意する必要があるけど，ネットワーク型RTK-
GPSでは，受信機が1台あれば，どこでもリアルタイ
ムにセンチレベルの測量ができるようにしている。
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道路や通信網と
同じように国民生
活の基盤として必
要なものということ。

インフラって？ 日本にはもう
出来ているの？

世界的に見ても高
密度な先端的測
量のインフラと言っ
ていいものだね

ネットワーク型RTK-GPS
の環境に関しては，日本
は恵まれているんだ。日本
の国土には1200点を超え
るGPSの連続観測点（国
土地理院の電子基準点）
がすでに稼動しており，そ
のリアルタイムデータは（社）
日本測量協会を通して公
開されている。

リアルタイム
データ公開中

（社）日本測量協会

すごいじゃ
ない。

現在既に3社がこの
データを使ってネット
ワーク型RTK-GPS
の国内サービスを
行っているんだ。

日本はがんばっ
ておるようじゃ
ワン。

そんなに詳しくおいら
の位置が分かったら，行
動がバレバレだワン。

このGPS受信機が
安く小型化されれ
ば，将来は，だれで
もセンチレベルで
位置が分かるよう
になるかも。

悪いことは
できないわよ。
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